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当時校長 女性教員 男性教員 教育委員会 その他
■全体 85.7 56.2 38.6 48.0 30.5
■小学校長 85.8 55.7 37.4 44.9 27.7



















































































































































現在参加している 今は参加していないが，していたことがある 今まで一度も参加したことはない 不明
①
②
③
④
13％66％ 20％ 1％
31％20％ 45％ 5％
27％16％ 53％ 4％
41％33％ 24％ 3％
46％35％15％ 3％
75％15％7％ 4％
71％19％6％ 4％
77％14％4％ 4％
77％15％4％ 4％
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Ⅰ　複合キャリア
思っている」項目に「当てはまらない」もの）469人（84.5%）と、「校長を辞め
たい群」（「当てはまる」と「やや当てはまる」を加えたもの）76人（13.7％）に
分けてととらえてみる（第３表）。
「教育関連の女性管理職仲間の活動」「教育問題や子供・学校に関わる活
動」「地域の女性ネットワーク活動」のいずれの活動においても「校長を辞
めたい群」に参加経験のない割合が高くなっている。また「辞めたい群」に
は、女性校長職仲間の活動に参加したことのない人が３割以上を超えてお
り、校長としての職業上の悩みや迷い、また励ましあえる体験や交流の場が
少ないことが推測される。忙しい職場であるがこうした第３空間での交流を
もつ社会活動の存在が、職業生活の悩みや相談を共有できる場となり「校長
を辞めたい」という意識にはつながりにくいようだ。社会活動キャリアと職
業キャリアと相互の存在が連動することで、問題があっても乗り越えられる
状況を作り出していることがうかがえる。職業キャリアに関わることだけで
なく、社会活動キャリアが両輪になることで、女性校長のかかえる様々な問
題解決にも機能していると思われる。
第３表　社会活動と「辞めたい」意識の関係
辞めたい群
100.0（76人）
辞めない群
100.0（469人）
社会活動への参加（今まで１度も参加したことない人の割合）　　　　　　　　（％）
・地域の女性のネットワーク 88.2 72.9
・教育問題や子ども・学校にかかわる活動 56.6 43.1
・教育関係の女性管理職仲間の活動 32.9 18.1
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第２章　女性校長の語るキャリア形成
6　キャリア形成による参画の実現
女性校長の存在が子供・保護者へ影響を与えることを実感している指摘は
多い。「自らの存在を変革の情報発信に」というように、「子供たちの意識が
変わった。特に女子ががんばればこうした立場になれるという目標を持っ
た。職員（女性）の中でも意欲の向上につながったものもいる」（小学校長）
「少しでも女性校長が増えれば、組織の代表には男性がなるものと考える親
や子供が減り、性別を条件にものごとを考えることがなくなっていくだろ
う」（中学校長）と語っている。
専門職であり女性の職業進出について長い歴史を持つ女性教員であるが、
キャリアの視点を導入すると、女性教員が学校運営にかかわる校長までを視
野に入れたキャリア形成はようやく可能となったばかりである。「責任ある
ポストへの女性採用をすすめてほしい。それでなくてはなかなか変わり難
い」というように管理職世界のポジティブ・アクションによる学校改革、中
年期のキャリア形成とネットワークづくりの重要性、さらに「教員同士が結
婚している場合、家事や育児の徹底分担など、男女共同参画モデルとして子
供たちに最良の教材となっている」のである。かつてのように性別役割を抱
え込み女性教員だけが家事・育児・仕事の多様な役割を担うことから、夫婦
による「両立型」職業生活の実現につなげることが課題として見出される。
さらに次世代を育てる学校環境づくりとして「女性が組織のトップリーダー
として尊敬され認められることが、社会の人々の意識を変えていく。同じ組
織内の人、地域の人、保護者、子供の意識も変えていく」新たな社会づくり
にむけた展望が示されている。
「教員になる」という入口の参加の問題から、女性たちも長期就業のなか
で「キャリアをつくる」ことがようやく可能となり、またそれに取り組み始
めている。こうしたプロセスがあり、初めて決定にかかわる「参画」の立場
に進出し、新たな男女共同参画の社会形成につながることとなる。
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Ⅰ　複合キャリア
注
１ 日本政府『第３次男女共同参画基本計画』2010年12月、３ページ
 「社会のあらゆる分野において、2020年までに、指導的地位に女性が占める
割合が、少なくとも30%程度になるように期待する」という目標（平成15年６
月男女共同参画推進本部決定）の達成に向けて、取り組みの強化・加速が不可
欠である。クオーター制や……実行性のある積極的改善措置（ポジティブ・ア
クション）を推進する。
２ 職業キャリアと社会活動キャリアの双方をとらえる「複合キャリア」につい
ての研究は、国立女性教育会館による平成22年～24年科学研究「女性のキャリ
ア形成に関する実証的・実践的研究――複合キャリア形成過程とキャリア学習」
で研究がすすめられている。
３ 女性校長について戦前から1980年代までを研究したものとして、高野良子
『女性校長の登用とキャリアに関する研究』風間書房、2006年、が詳しい。本調
査は、高野の扱った後の時期となる1980年代以降の状況をとらえている。
４ 本調査については、その結果をつぎのようなかたちで報告している。
研究代表・神田道子『男女共同参画先行グループに関する実証的研究――小・
中学校女性校長について』平成14～16年度科学研究報告書
女子教育問題研究会編『女性校長のキャリア形成――公立小・中学校校長554人
の声を聞く』尚学社、2009年
５ 労働教育センター編『季刊・女も男も　働く女性の仕事と生活』の「退職勧
奨」に関する関連記述に含まれる。徳永恭子「定年まで働き続けるために」「た
たかいの歴史・不当な通知に対し、一枚岩となって抗議する」、上田京子「格差
がなくなる日まで怯まず闘いつづける」には、校長から、また家では管理職の
夫から退職を責められる状況が書かれている。
６ 高野良子、前掲書
７ 河上婦志子「システム内在的差別と女性教員」女性学研究会『女性学研究第
１号』勁草書房、1990年
８ 全国公立小・中学校女性校長会結成50周年記念委員会編『全国公立小・中学
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第２章　女性校長の語るキャリア形成
校女性校長会50周年記念誌』2001年
（かめだ・あつこ　十文字学園女子大学教授）　
